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住民本位の復興、万博中止など要求住民本位の復興、万博中止など要求
全国災対連

連載　第５回

ルポ 能登半島地震

　能登半島地震ではこれまでの災害地と比べて驚くほど「ボランティア」の姿を見かけない。被
災後の復旧や復興にはボランティアによる支援活動が欠かせないが、石川県は発災から2カ月以
上も能登半島へ入るのを控えてほしいと広報していた。発災直後は被災地域へ向かう道路が至る
ところで寸断し、渋滞が常態化していた。県は交通集中による混乱を避けるために「不要不急」
の移動自粛を呼びかけていたが、メッセージの伝え方が悪かった。要請を拡大解釈した者たちが、
現地で活動するＮＧＯや個人をＳＮＳで批判する現象が起きたのだ。住民支援は不用不急に当た
らないのに、である。
　震源地に近い自主避難所では長野県からやって来た男性が住民支援にあたり、住民に受け入れ
られていた。男性はこれまでの経験と知恵を生かし、避難所での生活を向上させる工夫を住民ら
に提案し、実行していた。そのひとつが薪風呂だった。断水のために水は山から引いていた。
　組織や個人にかかわらず、ボランティアによる活動は多岐に渡り、それら支援を必要とするタ
イミングもさまざまだ。現地の人出不足は深刻で、疲労が限界に来ている住民も少なくない。不
用不急を決めるのは被災当事者である住民であり、被災地から遠く離れた人たちではない。

長野からボランティアに来た男性が設置し
た薪風呂でくつろぐ住民（2024 年 1月、
珠洲市馬緤町にて撮影）

（むらやま・よしあき） 写真家。1971年、横浜市生まれ。徳島市在住。
農業系出版社勤務を経て、2005年に独立。日本写真家協会会員。

第35回 全国保険医 写真展

お問い合わせは保団連文化部（03-3375-5121）まで

募集要項と応募用紙は『月刊保団連』１・２・３月号に掲載。

2024年４月１日（月）〜

５月15日（水）

募 集 期 間

作品
募集

■ 応募規格 半切またはA3判サイズの
いずれか　組写真は不可
カラー・モノクロは自由

■ テ ー マ 個別テーマは設定せず、
全て自由テーマとします。

■ 出 展 数 １人２点以下
■応募資格 会員とその家族・従業員、協会・医会事務局員　

他の写真展に応募している作品（または入選した作品）の応募はできません。
■ 出 展 料 １点 4,000円　２点目 1,500円

（返却を希望される方は梱包・発送料（2,000円）が別途かかります。）

■写真展 開催期間　2024年７月30日（火）〜８月４日（日）

写真は前回第34回全国保険医写真展・会長賞 
土佐征英（京都府保険医協会）「出番前」
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保団連はジェンダー平等に向けた
４つの署名に取り組んでいます。

４署名
ジェンダー


